
胃内視鏡的粘膜下層剥離術(ＥＳＤ)を受けられる             様へ 

 粘膜内にとどまる早期胃がんを内視鏡を用いてより少ない侵襲で切除します                福井赤十字病院 消化器科 消6 

ゴール目標 手術後に腹痛がなく経過し、食事を食べられるようになったら退院できます 

 入院 治療当日 治療後１日目 治療後２日目 治療後３日目 治療後４日目 治療後５日目 ～退院 

月日 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

検査 

治療 

 ・午後から治療をします 

  （時間は変更となる場合があります） 

・血液検査をします 

 

・確認の胃カメラがあります 

・胃薬の内服が始まります   ・医師の許可があれば 

退院できます 

処置 

 ・朝から点滴を開始し、食事を食べることが出来る

まで持続します 

・抗生剤および胃酸の分泌を抑える 

点滴をします 

・治療後２時間、心電図モニター装着と酸素投与を 

行います 

     

安静度 

・院内自由です ・治療後２時間は臥床安静です ・採血・胃カメラの結果で病棟内を

歩行することができます 

・病院内を歩行することが 

できます 

   

食事 

・普通に食べてください ・朝から絶食です 

 

 

 

・午前中に水分を飲んで良いか主治医に確認します  

・朝に内服する薬を主治医に確認します 

・検査結果で水分を取ることが 

できます 

・主治医の指示があれば 

昼から３分粥を食べること 

が出来ます 

・昼から５分粥です ・昼から全粥です  

排泄 
・トイレでできます ・治療後２時間後からはトイレ歩行することが 

出来ます 

  

清潔 

・入院前に入浴や爪切りをすませて

おいてください 

 ・身体を拭きます ・食事を取ることが出来れば入浴ができます 

観察 

・入院までの経過をお聞きします 

・検温します 

・治療後２時間までは、１時間毎に観察します ・検温します 

教育 

指導 

・看護師が入院生活について 

説明します 

 ・薬剤師が薬についての説明をします 

・管理栄養士から食事の説明があります    

・看護師が退院後の生活についてこの用紙を使用して 

説明します 

その他 

・主治医が治療の説明をします 

・現在内服中の薬を看護師に 

お見せ下さい 

・入院後に、入院診療計画書に 

ついて説明します 

   

説明者 
       

※状態に応じて予定が変わることもあります。何か質問があれば看護師にお聞きください。 

 主治医(            ) 担当看護師(            ) 

 

入院費は、ひと月ごとの【自己負担限度額】＋【食事負担額】＋【その他（個室料、診断書料など】合計です。 

自己負担限度額の確認ができない場合は、本人の負担割合（1割～3割）での請求となります。 

請求に関する問い合わせ先：病棟担当事務 

☆退院後以下の事に注意してください☆ 

・食事開始になったら、よく噛んでゆっくり食べてください 

・つかえ感があればすぐに知らせてください 

・無理に吐かないでください 

・刺激物、熱い物、硬い物、海藻類は避けてください 

 


